
クラブの実施状況①  放課後児童   

（1）放課後児童クラブに係る小学校区別実施状況  

31．5％の小学校区において放課後児童クラブが未実施となっている。  

小学校で実施   小学校外で実施   未実施   

小学校区数   7，766小学校区  7，227小学校区  6，881小学校区   

（割合）   （35．5％）   （33．0％）   （31．5％）   

（2）放課後児童クラブを実施していない理由  

放課後児童クラブを実施していない小学校区における未実施の理由については、「ニーズが無し、」が37％、「実施場  
所の確保が困難」が36％、「指導員等の人材確保が困難」が33％となっている  

1．二「ズがない  

2．実施場所の確保が困難  

3．指導員等の人材確保が困難  

4．予井の確保が困難  

5．次年度以降の実施に向け検討中  

6．補助金の受給の要件が高い  

7．地域・家庭で子どもを見守る・預かる施策が他にある   

8．両事業の調整・理解に時Ⅶが必要  

9．地域の理解を得られていない  

10．その他  

30％（372件）  

201（246件）  

15、（190件）  

131（168件）  

18％（2。。件，  

0  100  200  300  400  500  600  

※放課後子どもプラン実施状況調査（平成20年6月23日文部科学省■厚生労働乱調査基準日平成19年12月1日）  2†  

後 児童クラブの実施状況②  放課   

－336－   
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※平成20年5月1日現在（育成環境課調）  

23  

※平成20年5月1日現在（育成環境課調）  
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1【ヨl肝  

※平成20年5月1日現在（育成環境課調）  
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※平成20年5月1日現在（育成環境課調）  
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平成20年5月1日現在（育成環境課調）  ※平成19年5月1日現在（全国学童保育連絡協議会調）  

27  

放課後児童  クラブの実施状況（∋   

放課後児童クラブに係る利用者負担については、2，000円～10，000円の間で設定されている割合が高い。  

割 合   

利用料なし   9．4％   

2，000円未満   8．0％   

2，000～4，000円未満   19．8％   

4，000～6，000円未満   20．1％   

6，000～8，000円未満   15．4％   

8，000～10，000円未満   6．9％   

10，000～12，000円未満   7．8％   

12，000～14，000円未満   3．6％   

14，000～16，000円未満   2．9％   

16，000円以上   3．1％   

2003年調査   2007年調査   

円未満   49．1％   41．8％   

円未満   40．3％   46．4％   

円未満   9．4％   10．1％  

1．1％   1．7％  

円以上   0．1％   0％   

＜平成15年及び平成19年（全国学童保育連絡協議会調べ）＞  

＜平成13年地域児童福祉事業等調査（厚生労働省）＞   
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放課後児童クラブの実施状  
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北青岩宮秋山 福茨栃群 埼千束神 新富石福 山長岐静・愛 三滋京 大兵奈和 鳥  
海森手城田形 島城木馬玉葉京奈潟山川井梨野阜岡知重賀都阪庫良歌取  
道県県県県県県県県県県県都川 県県県県県県県県県県県府府県県山 県  

（注）1．小学校故については、平成20年5月1鵡在の公立小学校数［分校、暦学級の学校を含む］（文書鮎学省「学校基本調査速報」）。   
2．放課後児童クラブ実施か所故については、平成20年5月1日現在のか所数（厚生労働省育成環境課調）。   
3．一つの小学校区で放課後児童クラブを複数か所実施することにより、数値が100％を超える場合がある。  

小学校1～3年生の児童数に占める放課後児童クラブ登録児童数の割合（都道府県別）  
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児童数については、平成20年5月1日現在の人数（文部科学省「学校基本調査速報」）。  
放課後児童クラブ登録児童数については、平成20年5月1日現在の人数（厚生労働省育成環境課調）。  
割合については、児童数（小学校1～3年生）に対する登録児童数（小学校1～3年生）の割合。  
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子育ての孤立感  

0子育てに関する孤立感を感じる母親の割合は高い（特に専業主婦）。  
○ 孤立感を解消するために求められているのは、「育児から解放されて気分転換する時間」、r話せる相手」  
「相談できる相手J、「パートナーの子育ての関わり」等が上位を占めている。  

l嬢うほI也劇川闊ナ引こは  

〉  リ  

ぎt‘J■能才■才 て与こサー♯てこ巧桝て・、¢ィご  

註 イ．、・さ．一針∴相打－1L：こ  

り折∴、＝1．・÷－ノ ノJ・±りい．・  

予章二こ▼、・二相承：きて喝†1し木Jf  

。てこ百∴‾卜L髄間享ノ 

封乳一I勘′ミニ・．‾‾二J。j  

い－1ヰ育て露7r∴t才⊥  

」ィ・む射障・与▲†ェナ ㌻航し：」∴h∴  

・＝い’－÷ヮ．’ノニ∴二 ‾ こ′され：  

テLノ！塵Jt－▲′、；一′J嶺匝こ・増′：二’ご・   

fし′いし こし†・妻J∴ん、慶．了▲事て二1‾／上れ；f  

】二ナ更．J■lrf斉二一、・‡こ＝→lざ  

テ竃‾ ㌣りパい＝牒帆 ‾†ナIlヂ  

【うナ’〃二！l■．∵「ペ 一里け  

1一丁．    トIlF  

l、曹′∴し賢し†′二l▼1■∴ fレ′鞠t   

い∵∴∴†ムカ方か・て ミニL－ここウ1小lご  

こ育：Jて＝サf十†‘吐粗㌢、・し′．二籠．’り事   

・ユ7】しき1「：Jf†与付け旬再＝  

こ音－．●・一戸ザ子ノい日報与、・l′く親∴†t事   

∵lミ・・‡・．■きナ差引減：粛たノ∴■〃：J  

ご一他  

たこ癒 岬抱丈■∴  

触慧 棚＆鯛頗l   

：l  ト、  ：l＼  、Il  1冊  

・硝絹二射二さ二l】   

：J軋－～ J二項  

ご翠こ離さ 1＝り】  

．、芹   ・・二l  

□▼・さ・さ方ミ  日1三．・粛モ   ローレ【′－‾皇  

（資料）平成18年康子育てに関する意識調査報告暮  
3ナ  

子育ての負担感   

し子育ての負担が大きいと感じる者の割合が高い。  

と、「自由な時間が持てないJ「身体の疲れ」「気が休まらないJが上位を占める。  

第1－2－35国 子育ての負担如状況  

女性の子育ての負担感   

0％  20％  40％  60％  80％ 100％  
兼■で蓋しむ  
嘲剛悔い  

チ■てで   
由一貯かさ¢  

8貯■せ1れ、ので  
i鮒‡ら机、  

手書てによる  
貞≠噸ゎが多い  

自分の自由な   
疇摘て机、  

片親のみ就労等  

（資料）（財にども未来財団「平成12年度子育てに関する  

意識調査事業調香報告書」（平成13年3月）  
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貴隠：那二男雷省一顎2国別陛拙出‡閣肝鼻丘」i抑Z（軍盛Il）年ま）  
拝：l．巧は、ダ■搬哨鑑、専業胴替を虹重平均Lたものである上  
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児童が育 
就学前つ場所  

○就学前児童が日中育てられている場所を年齢別に見ると、以下のとおり。  

■■葉所内保育施設  

■保育ママ  

ロ幼稚内  

田家庭等  

ロベビーホテル  

■紘可外保育施設  
（その他）   

ロ保育所  

0歳児  1歳児  2歳児  3歳児  4歳以上児  
出典）就学前児暮数：平成19年人口推計年報【総残雀統計局（平成19年10月1日現在）】                               ■  

幼稚園就薗児量数：学校基本調i（速報）【文部科学省（平成孤年5月1日現在）】  
保育所利用児童数：福祉行政報告例（概数）【厚生労働省（平成20年4月1日現在）】  
誌可外保育施設、ベビーホテル・厚生労働省保育譲調べ  
保育ママ、事♯所内保育施設：厚生労働省保育誅調べの年齢計の入所児暮赦を按分した数値  
家庭等：就学前児暮教と各施設入所児暮数総計との差  

33   

他の社会保障制度における市町村事業の仕組み  

介護保険制度   障害者自立支援法   次世代育成支援  

〔地域支援事業〕   〔地域生活支援事業〕   〔次世代育成支援対策交付金〕  

（事業内容）   （事業内容）   （事業内容）  

市町村において実施する以下の事業   市町村において実施する以下の事業   市町村において実施する以下の事業  
1．必須塞羞   1．必須事姜   

（》介護予防事業   
（※必須去姜はなく＿すべて任意 

①相談支援事業  
。）  

②包括的支援事業（介護予防ケアマネジ  （ヨコミュニケーション支援事業  ・乳児全戸家庭訪問事業  
メント事業、総合相談支援業務、権利擁護  
業務、包括的・継続的ケアマネジメント業  ④移動支援事業   

・養育支援家庭訪問事業  

務）   
・ファミリー・サポート・センター事業  

2．任意壬姜   
⑤地域活動支援センター機能強化事業  ・子育て短期支援事業（ショートステイ・  

①介護給付費等費用適正化事業   トワイライトステイ）  

②家族介護支援事業  
（aその他の妻妾（※各自治仕の貪‖貴   

業などのメニュー事業のほ        ・延長保育促進事業  等  
創意工手による書姜婁施  ・その仙壬姜（※各自治体の創意  

エ美による妻妾要楠が盲一能）  
エー妄による主姜妾施が1訂能（）  

（財政支援・財源構成）  
（財政支援・財源構成）   

（財政支援・財源構成）  

地域生活支援事業の実施に必要な費用  市町村が地域行動計画に基づき策  
地域支援事業の実施に必要な着用につい   

て．上限総（※）の範顎内において．以下の  
定した毎年度の手業計画に対し ＝丘  

の宣密集準に基づいた顔を匡Ⅰが補助  
財源構成により．関係者が負担。  

具休的には、主姜宴繕と人口に  するもの。  
※当該市町村の介護給付費の3％以内   により、各年度の国産予豊鮨を酉己令  具体的には、塞董卓と児童人口等に  

＝柵＝コ  厨獅  より．各生産の国産予算緬を配偶。  

（国：り2、都道府県：1／4、市町村：1／4）  

組みではない。  

※なお、市町村による事業のほか、  

都道府県によ事業（喜門性の高い  1妄＼ 、＝二；lt㍗＝ i、倉71■I戴こL      ー】、－：‘：墜〔、／ i、市町村 卿、、＼〒冨■ ≡二男  
【引用簡戚】     【M諸事戚】  

※「1号」…65■以上の保険料  事業や研修毒し。  
※「2号J…40－64■の保険料  
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各種子育て支援事業の取組の現状  
《事 業 内 容》  《19年度実績》  《地域における箇所数》  

乳児家庭全戸 訪 問 事 業l  

生後4か月までの乳児のいるすべての家庭を訪問し、子育て支援  
に関する情報提供や養育環境等の把握を行うもの。  

全市区町村の  
58．2％  1，063市区町村 （平成19年度交付決定へ●一入）   訪

 
問
 
支
 
援
 
 

票悪童望l  
養育支援が必要な家庭に対して、訪問による育児・家事の援助や  
技術指導等を行うもの。  

全市区町村の  
42．9％  784市区町村 （平成19年度交付決定へ●－ス）  

親
や
子
の
集
う
場
 
 

地 域 子 育 て  
支援拠点事業  

地域において子育て親子の交流の促進、子育て等に関する相談・  
援助等を行うもの。  

1小学校区当たり   
0．20か所  4，409か所 （平成19年度交付決定へ●一入）   

児童に対する遊びを通じた集団的個別的指導、放課後児童の育  
成・指導、母親クラブ等の地域組織活動の育成、年長児童の育  
成・指導、子育て家庭への相談等。  

4，718か所  
（公営3，125か所、   

民営1．593か所）  

（平成18年10月現在）  

1小学校区当たり   

0．21か所  
児 童 館 事 業  

一 時 預 か り  
（一時保育）事業  

保護者の疾病、育児等に伴う心理的・肉体的負担の解消等による  
緊急・一時的な保育サービスを提供するもの。  

1小学校区当たり   

0．32か所  7，214か所 （平成19年度交付決定へ●－ス）  

短期 入 所  
生 活 援 助  
（ショートステイ）  

事  業  

保護者が、疾病・疲労など身体上・精神上・環境上の理由により児童の  
養育が困難となった場合等に、児童養護施設など保護を適切に行うこと  
ができる施設において養育・保護を行う（原則として7日以内）。  

1市区町村当たり   
0．32か所  584か所 （平成19年産交付決定へ●－ス）  

か
 
 
り
 
 

育
 
て
 
短
 
 

援
 
事
 
 

保護者が、仕事その他の理由により、平日の夜間又は休日に不在となり  
児童の養育が困難となった場合等の緊急の場合に、児童養護施設など  
保護を適切に行うことができる施設において児童を預かるもの。宿泊可。  

夜Ⅶ暮雄琴  
（トワイライトステイ）  

事  業  

1市区町村当たり   
0．16か所  

301か所  
（平成19年度交付決定へ■－ス）  

児童の預かり等の援助を受けることを希望する者（利用会員）と、  
援助を行うことを希望する者（提供会員）との相互援助活動に関す  

る連絡・調整を実施するもの。  

1市区町村当たリ   
0．30か所  540か所 （平成19年産交付決定へ●－ス）  

注市区町村の総掛れ827（平成19年4月1日現在）0小学校区としての国公立小学校数は2Z270（文部科学省「平成20年産学校基本調査（速軌」（平成20年5月1日現在）。  

各自治体における多様な取組み（事例）①  
○各自治体においては、次世代育成支援対策交付金（ソフト交付金）や児童育成事業費によるメニュー事業の   

ほか、多種多様な取絹がなされている。  

■■名   ■■  
■納  

地ヰ在宅手書て  ■E  織t疇からのーかかl   

支撞餉鷹「みなと  児体♯への●加、1   

つ子」  ■■の行●への●1  

お便り邁付などがあ1   

マイ侵書■量♯  石lり■  I王書中から出虔欄沌   

●t   内ホ■「  ！で★兜教主や★児桶  

鞘  qlこなっており、「マ■  
を書Ilで3囲受ける．   

マイ良■t■みんな  石川■  千一亡コーディネーー   

で子■て応攫事  るLこれは、介■償欄   

■  的・l十■的な傑▼サー  

t．の発達き文雄する1   

濃」ほ巨」疇層1  竃E  保線書の■■、人陰   

●賽  の自宅に鍵■書をj  

■、♯圭児保★もあt   

蕪1璧侵書サー  七■市  市に傑書ママとして】   

ビス  かる■■型侵書サー  

生児の世鰭（豊後・雪  

■にある手どもの－  

侵■肴が■九の■1  

r訪問璧一鴫倭書サ  

■ママの自宅もしくは   

●暮名   tl■  ●義■H■   

■榊  

協定書血による  ■■区  （い■気や出慮のため入院∴2）t書の■気の介轟．（3JE■井   

手どもショートステ  鎮∴4）●故や災書．（5）そのほか．雷鳥で暮★できない■憎がで   

イ事霊  きた■合、○▲から小雪駿¢年生事での子どもをショートステイ協  

カモ戚で積かるこl日二岨円、■免あしハ1   

すみすみ子■て  積算■  HPO法人やシル′ト人材センターなどが行う、一疇預かりや蒙事   

サポート■霊  支壇事の利用料を助成ぺ ■掌利用胴1珊3ち0円）   

子■て応甘♯  彰一E  紋筆劇の子どものいる毛虫に、－♯憬書や■手コンサートなど、  

絶■の子★て支櫨サービスに利用できる書を配付．   

子■てファミリー  

世◆居住支櫨   
大1良市  

†l   

手書て世鞭に■し  暮●●  子書てせ■に■した往事いの1書的な考え方を■丘・■義書にガ   

た住宅・任■壌ガ  イドラインとして提示－   

イドライン  

子書て王壇マンシ  暮田g  区抑こ供輪される、ソフトハーードの雨露で子｛てにだ■されたマ   

ヨン匪定一l虎  ンションを授定・重機することにより．子■てしやすい居住覆壇を  

暮■e   

轟齢書せ鞭と子  ■薦ホ  暮♯讐住み■え椙鰊、手書てせ需への振子支壇、▲ホ青内け書   

1て愴■の住書  良1貸住宅の供給を一体的に賽■，   

えモデル事■  

■讐であえ－る  t暮■  1土佐宅について、子雷て支櫨仕ヰの住空■、手書て支櫨サー  

ビスを一体的に暮●u子どもの年齢に1づく1≠付き入唐を■  

人．   

りつけ倭■l■】■鷹．  ー疇優■体■、各疇欄  

●d■、欒暮士、キー士による十鸞椙緋、  

、「キ★●であそばう」への●加、鴨月の  

の■児不安を＃■するために．●近な良書断  

相鰊を隻けることができる■鷹．キ轟断は量♯  

イ侵書■利用券1を優って平日午前半日健一  

ことができる、  

ターを巴■しノ千■て支柵フラン」を作成す  

験のケアプランの書兜■のようなもので、暮鑓  

－ビスの鞘用を優し、書焚不安を蠣漬し、手ど  

事により、一疇付こ最■が必霊となる子ども  

1Lて饅■を行う，一書良書の亀、■換児提  

暮隷されていも子青て織■書が．子どもを磯  

－ビス」‖慮緩の母■の●の閂りのせ繭や暮  

安心ヘルパー鳶轟サービス  、一：2〉■先の回1  

■積かり（■後景暮在宅爆■サービス）∴3）  

や丑蠍轟隻の■などの子どもの－■≠かり  

ービス）が書手れも．良書の★▲■餅は、良  

子ともの自宅」  
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各自治体における多様な取組み（事例）②  
事暮名   t■  ●義■暮   

自治体  

一千ども■例」l，走に｛け  霊8ホ   干どもの★輌を俣■し、社食全体で千どもの▼ちを支え合う   

た子どもの●■  蝿■社食を真書することを目的に■鼠J胸■穫で、公募  

手ども畢■．嶋義子ども食■（28中事鞍区’・、3国のバブリツ  

クコメントなどを★k仁   

子ども轟食の肘■による  1■■   子どもの兼業づくり書■象（手どもの兼業づくりのための少   

知事への提嘉  千化対t檜1t■に暮づく毅t）の子ども≠曇で≠走のテ  

ーマをもとに牡封し、知事に提薫く   

子どもを■祷から守る集  三暮■ ■  ■偶に暮づき、子▼て支汝指針、早期tl対応揮針、保■   

鋏  支壇欄傭湾■定し、棄然防止・■1彙1・阿t・羊♯義の支  

1を観るb   

みえ次世代t成鳥4ネッ  三暮■   三暮■の企■と絶壌の団体が1襖Lて．千★てに優しい地   

トワーク  ■社さづくりにわり■む絶叫譜暮聖子書て応檀ネットワ岬  

ク。マッチンケ■t、企■の支攫などを★1。   

子■てネットの■暮・マッ  三■簡 愴  儀々な子■て≠tや子★て相■を行うサイトの■曽や、軋   

プづくリ  幼児のいも手書て書■を対■にした市内事ちあるきマップの  

作成を企■やNPOと協■して彙■．   

手書て総合支檀センター  t■■   市町村■NPO・手書てサークル■の手書てれ係繊●の取ヰ   

事暮  を＃合的にコーディネートすることや、人材t成、子▼て支  

書慎tの■甘・集償など、千書て支離藩血書支援。   

手書て書血生持事暮  子★て♯虹にカードをE布し、■内の協t店■姑放で｛晶  

の■引や優待サービスなど嫌々な特集が隻lナられる。   

チャイルドライン  18tまでの千どもがかけるt賭として、千どもの■に耳圭■  

ける嶋の■成など、子どもの■全な成員のための徹さ▲暮  

づくりの取組。   

父tの手▼て●加促■  ■壬■ ●  ●き方の1暮しとともに、地域や■■において父tの暮▲   

事■  ■成や父■■士の檜蘭づくりを1め、子■て●加のt■を  

嘉める。   

出会いの■づくり・■繍  イベント事の■■による縮■を望む男女の出会いの義食捜   

応繍■儀  供や■●細払の≠▲によるお相手紹介．   

●鼻毛   t■  事暮暮事   
■鶉書  

桔■■■さ暮  蛙暮■▲鯵竃■鯵t用を自治体で1繹。   

暮用助成■よ  

出▲費用助成  分娩や入欄にかかる出■■用のうち、出▲書寛一●生■を暮し  

引いた壷■の助成書。   

れ幼児匹●徽  乳幼兜にかかるg▲徽の助成。   

助成  

儀科糠鯵  軋幼兜■■とあわせて、■軸★鯵の賽▲。   

■t●■  羽▲ホ  

繍鍵川叶  

鴨   

プレーパーク■  ・j：ニ ●■  住民との協■により、フレーIノーターや嶋ヰボランティ丁のもと、子   

どもたちの好奇心を大切に、自由にやりたいことができも壬び■づ  

くりを真先‘   

おもちや凪暮書  ■讐のある子どもたちにおもちやを用tし、気に入ったおもちやを  

壬んで1ふ■さをヰ供し、書でも遍べるよう1し出Lを行う．雷膿  

にも岬M作りや憎t交換の■となっている。   

子▼て相♯壬  濃妻ホ  ■児相旗の総合モロを■験し，暮色に霊威した一子▼てケアマネ  

ージャー」が子★ての魁み全般に対し、■切な文雄サービスを稟  

内レ  
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社会保障審議会少子化対策特別部会における検討の状況について  

O 「ロコ子どもと家族を応援する日本』重点戦略」を受け、平成20   

年3月より、社会保障審議会少子化対策特別部会において、次世   
代育成支援に関する給付・サービスを体系的・普遍的に提供し、   

必要な費用を社会全体で負担していく「新たな制度体系」の検討   

を進めており、同年の秋以降は、より具体的な議論をしてきてい   

ただいています。  

○ 少子化対策特別部会の会議資料等は  

「厚生労働省ホームページ」http：／／www．mhlw．go．jp／  

J  

お知らせ「審議会・研究会等」  

1  

社会保障審議会  

J  

少子化対策特別部会  

に随時、掲載しておりますので、御参照ください。  

（照会先）  

厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課  

少子化対策企画室  

電話 03－5253－1111  
（内線7944）  

一345一   
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